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1 

祉事務所では「資格取得}iliJ11 学入学迎令有をお

を受けつけています。該当 lもちのかたは福祉
者で、 この周そ出 していな l

l事務所へお知らせ
いかたは、いそいで問を出 1
してくださいo くださいo

(ー)

今
月
の
納
税

竹
松
に
初
の
有
線
放
港
施
設

I~t!の司打開片\弓\扇~!

市
況
な
ど
直
ち
に
各

一
月
三
十

戸
グ、

工
業
調
査
に
協
力
を

十
二
月
三
十
一
日
現
在
で、

工

一業
統
計
調
査
が
行
な
わ
れ
る
こ
と

一に
な
っ
て
お
り
、
製
造
業
を
蛍
ん

国

一で
い
る
事
業
所
に
は
、
す
で
に
調

町

一査
員
が
お
伺
い
し
た
こ
と
と
存
じ

前

一ま
す
。
乙
の
調
査
は
生
産
活
動
の

一一一
一成
果
等
に
つ
い
て
調
査
し
、
わ
が

研

一国
の
製
造
業
の
実
態
を
権
造
的
に

い
こ
は
あ
く
し、

生
産
活
動
に
対
す
る

基
本
的
な
資
料
で
す
。
徴
税
等
に

は
使
用
し
ま
せ
ん
の
で
、
ど
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
(
庶
務
課
)

日
は
市
民
税
才
四
期
分
の
納
期
限
で
す
。

z;日ゴ史切さ王;
市
道
小
曲
線

の
簡
易
舗
装
工

事
は
昨
年
十一

同
着
工
、
本
年

一
月
十
五
日
完

工
し
ま
し
た
。

延
長
は
三
百
四

日
(
市
道
乾

馬
場
線
と
旧
国

道
と
の
十
字
路

か
ら
竹
松
の
万

へ
の
カ
l
ブ
付

近
ま
で
)
隔
は

日
一一
一一
一一
一一一一
一
立

派

に

で

き

た

道

路

が
給
水
官
の
冷
い
表
面
に
触
れ

て
、
し
ず
く
が
た
れ
る
結
露

{け
つ
ろ
)
現
象
も
な
く
な
り

ま
す
。〔

材
料
〕

フ
ェ
ル
ト

(
代
用
と
し
て
ボ

ロ
布
で
も
よ
い
)
防
水
紙
、
ビ

ニ
ー
ル
テ
ー
プ
、
針
金
少
々

〔
包
み
方
〕

① 

フ
ェ
ル
ト
を
水
道
官
の
列

昭
和
三
十
五
一
交
換
室
は
竹
松
山凶協
事
務
所
に
お

一

事
業
費
は
七
百
八
十
万
円

(う
一8
・
初
日
朝
の
口
筒
H
U0
・
6
H

年
度
新
鹿
山
漁一

い
て
あ
り
、
放
送
番
組
、
通
話
の
一

ち
補
助
対
象
事
業
費
四
百
十
九
万
一歌
の
お
ば
さ
ん
H
9
・
∞
日
通
話

村
特
別
助
成
事一

時
間
は
つ
ぎ
の
と
お
り
と
な
っ
て
一円
)
で
各
戸
負
担
は
五
千
円
程
度
一
日
日

-
m
H天
気
予
報
、
ニ
ュ
ー

業
と
し
て
竹
松
一お
り
ま
す
。
公
其
的
な
お
知
ら
せ
一
で
す
。

一

ス
、
昼
の
い
と
い
H
ロ
-
m
Hお

農
協
か
本
市
で

一事
項
等
の
放
送
ら
い
た
し
ま
す
の一

さ
ら
に
加
入
申
込
み
が
百
五
十
一

知
ら
せ
H
U
・
刊
H
通
話
H
7
・

附一

(県
下
で
一

で、

ご
希
望
の
か
た
は
竹
松
農
協
一
戸
あ
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
近
く
一

川
H
ニ
ュ
ー
ス
H
7
-
m
H通
話

は
二
番
目
)
の
一に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

一

第

二
期
工
事
を
実
施
す
る
予
定
で
一
H
7
・
m
H
農
協
だ
よ
り
(
部
落

農
事
放
送
附
設
一な
お、

営
業
関
係
の
放
送
じ
つ
い
一す
。

(農
林
課
)
了
公
民
舘

・
小
、
中
学
校
だ
よ
り

を
計
画
し、

互

て
は
還
を
い
た
だ
く
乙
と
に
な
一

放
送
番
組
と
逼
話
時
間

一な
ど
)
日
7
・

?
園
芸
分
場
だ

年
十
二
月
完
成
一
っ
て
お
り
ま

す

。

一

一

よ

り

、

く

ら

し
の
工
夫
H
8
・∞

し
ま
し
た
の
で
一

乙
の
施
設
の
完
成
に
よ
り
、
と

一

5
時
初
分
H
早
起
鳥
H
6時

ω一日
通
話
H
9
・
∞
日
ニ
ュ
ー
ス
解

一
月
十
日
か
ら
一く
に
農
産
物
、
人
じ
ん
、
ト
マ
ト
一分
H
通
話
H
7
・
O
H
ニ
ュ
ー
ス
一説
H
9
・お

H
通
話
H
M
・∞

放
送
を
は
じ
め一

き
ゅ
う
り
な
ど
変
動
の
甚
だ
し
い
て
お
知
ら
せ
H
7
-
m
H通
話
H
一

て
お
り
ま
す
。一

市
況
を
、
生
産
者
ヘ
緊
急
に
知
ら
一

1川
-
川
f
i
t
d
h
JI

L
J
j
h川
h
J
i
-
-
h
t
J
L
J
L
J
h
r
I
h
d
h
d
h
J
h
d
h
d
h
d
h
J
h
M
l

一
月
十
四
日
関
一せ、

徹
底
さ
せ
、
共
同
販
売
態
勢
一

係
者
多
数
が
出
一

の
確
立
と
経
営
の
合
理
化

を

は

か

一

西

大

村

中

‘

大

村

中

の

席

落
成
式
か
一り、

講
習
、
講
話
等
を
全
員
に
普
一

行
な
わ
れ
ま
し
一及
、
文
化
知
識
を
高
め
、

一
朝
災

一

校

舎

を

さ

ら

に

新

築

た

。

一

事
の
場
合
の
防
止
等
、
農
村
の
不

一

」

イ

ど

乙
の
施
設
は
一況
を
打
開
す
る
た
め
の
期
待
は
大
一
小
、
中
学
校
の
校
舎
整
備
は
咋

中
学
校
十
教
室
、
大
村
中
学
校
三

有
線
放
送
施
設
一き
い
も
の
が
あ
り
ま
す。

一
年
か
ら
西
大
村
中
、
都
中
、
中
央

教
室
が
新
築
さ
れ
る
乙
と
に
決
ま

で
、
共
簡
式
五
一

加
入
者
の
人
た
ち
も
い
ろ
い
ろ一

小
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
新
築
さ
れ
て

り
ま
し
た
。

十
回
線
、

加
入
一

な
点
で
便
利
に
な
っ
た
と
大
喜
び一

い
ま
す
が
、
さ
ら
に

一
月
十
四
日

西

大
村
中
学
校
は
鉄
筋
コ
ン
ク

者
は
四
百
六
十
戸
で
、
放
送
室
、
一
で
す
。

の

一
月
臨
時
市
議
会
で
、
西
大
村
リ
|
ト
造
り
二
階
建
、

大
村
中
学

校
は
同
じ
く
三
階
建
で
、
近
く
着

工
、
新
学
期
に
は
新
し
い
校
舎
で

;

勉
強
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

樹

(教
委
)

交送放下

片
町
線
も
恒
久
舗
装

市
道
片
町
線
の
恒
久
舗
装
工
事

は

昨
年
十
二
月
延
長
百
六
十
四

日

(稲
荷
神
社
付
近
)
幅
七

・

五
討
の
立
派
な
舗
装
が
で
き
あ

が
り
ま
し
た
。
(
建
設
課
)

冬
に
な
り
ま
す
と
、

寒
い
朝

は
ど
こ
で
も
凍
り
つ
い
た
水
道

管
の
破
裂
、
断
水
騒
ぎ
が
起
乙

り
ま
す。

乙
れ
は
ち
ょ

っ
と
し
た
心
づ
か

い
で
、

朝
の
い
そ
が
し
い
と
き

に
水
が
な
く
て
家
中
が
混
乱
す

る
乙
と
も
な
く
な
り
ま
す
の
で

つ
ぎ
の
方
法
に
よ
り
ど
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

〔
防
寒
す
る
部
分
〕

水
道
管
に
防
寒

マ

司=
=ー
=ー
・ー= =ー
=ー
= ~ 

カ
所
を
ビ
ニ
ー
ル
テ
1
プ
で
止

め
て
お
く
と
つ
ぎ
の
仕
事
が
や

り
や
す
い
。

⑤

重
ね
目
が
下
を
向
く
よ
う

に
下
部
か
ら
ビ

ニ
ー
ル
テ
1
プ

を
グ
ル
グ
ル
巻
き
つ
け
る
。
上

向
き
だ
と
重
ね
目
か
ら
水
が
漫

み
込
む
お
そ
れ
が
あ
る
。

〔
注
意
す
る
点
〕

地
面
に
近
い
部
分
は
気
温
の

影
響
を
受
け
や
す
い
か
ら
、
少

ン

ト

周
と
長
さ
に
合
わ
せ
て
断
ち
落

す
。
(は
さ
み
、ま
た
は
定
刻
を

あ
て
小
刀
で
簡
単
に
切
れ
る
)

①

水
道
官
を
フ
ェ
ル
ト
で
包

み
、
と
乙
ろ
ど
乙
ろ
針
金
で
し

ば
る。

①

さ

ら
に
そ
の
よ
を
防
水
紙

で
包
む。

少
し
帽
を
広
く
切
っ

て
重
ね
目
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
と
る

こ
と
。

④
 
は
が
れ
な
い
よ
う
ま
ず
数

b
忘
れ
な
く
納
め
て
く
だ
さ
い
。

手
軽
る
に
で
き
ま
す

地
中
に
埋
ま
っ
て
い
る
部
分

ゃ
、
壁
の
中
に
は
い
っ
て
い
る

部
分
は
一
応
外
気
か
ら
し
ゃ
断

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
水
道
官
が

館
出
し
て
い
る
と
乙
ろ
は
、
必

ずれゲ
着
物
ん二
信
者
せ
て
や
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
寒
さ
か
ら
守
っ

て
く

れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
夏
の
暑

さ
で
水
が
生
ぬ
る
く
な
る
の
も

防
い
で
く
れ
る
し
、
暖
い
空
気

な
く
と
も
地
申
十
セ
ン
チ
ぐ
ら

い
の
と
乙
ろ
ま
で
は
保
温
し
た

方
が
良
い
。

実
際
に
防
寒
の
役
目
を
す
る
の

は
フ
ェ
ル
ト
だ
が
、
フ
ェ
ル
ト

に
水
が
浸
み
込
む
と
防
寒
ど
こ

ろ
か
、
か
え
っ

て
逆
効
果
に
な

る
。
防
水
紙
や
ビ

ニ
ー
ル
テ
ー

プ
は
そ
の
た
め
に
使
い
ま
す
。

よ
く
布
切
れ
だ
け
で
巻
い
て
あ

る
の
を
見
か
け
ま
す
が
、
い
く 線曲下=小線町片一一上

ら
厚
く
巻
い
て
も
防
水
を
忘
れ

て
は
、
防
寒
と
し
て
は
落
第
で

す
か
ら
よ
く
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
フ
ェ
ル
ト
の
小
端
か
ら
も

股
砲
し
な
い
よ
う
に
、
防
水
紙

の
両
端
は
フ
ェ
ル
ト
よ
り
も
長

自
に
し
て
包
み
込
み
、
ビ
ニ
ー

ル
テ
ー
プ
で
し
っ
か
り
止
め
、

フ
ェ
ル
ト
の
代
り
に
ボ
ロ
布
で

も
い
い
し
、
ビ

ニ
ー
ル
テ
ー
プ

を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
巻
い
て
、
防
水

紙
は
省
略
し
て
も
い
い
も
の
で

す
。

乙
れ
で
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

も
う
お
隣
へ
朝
早
く
か
ら
貰
い

水
に
行
か
な
く
て
も
済
み
ま
す

〔
も
し
凍
り
つ
レ
て

水
が
で
な
し
と
き
は

〕

①

給
水
析
を
開
き
温
湯

(ぬ
る
ま
湯
)
を
本
管
の
万
へ

向
か
っ
て
少
し
ず
っ
か
け
て
く

だ
さ
い
。

②

熱
溺
を
ι
一回
激
に
か
け
る

と
む
の
内
と
列
の
庇
臨
に
差
異

老
生
じ
、
管
制T

P

ら
、
郡山
湯
河

敬
老
院
へ
寄
付

加
年
「、月
l
お
年
叩
月

ム
金
一
六
五
O
円

県
社
会
福
祉

協
議
会

ム
金
一
六
五
O
円
共
同
募
金

ム
ま
ん
じ
ゅ
う
一ニ一ニ
包

大

村
市

村
会
福
和
協
議
会

ム
理
髪

(女
子
だ
け
)
竹
松
某

美
容
院

ム
ザ
ブ
ト
ン
六
枚
上
小
路
藤
吉

久
子

ム
ゴ
マ
と
う
ふ
一
六
丁

諏
訪
町

某
氏

ム
桝
花
と
う
ふ
三
ニ
丁

池

田

吉
田
政
夫

ム
デ
リ
紙
、
石
け
ん
、
菓
子
三
三

-

包

大
村
自
衛
隊
員
夫
人
藤
吉

ほ
か

一
六
名

ム
た
ば
こ
三
八
四
本

県
出
先
機

関
職
員

一
同

ム
チ
リ
紙
、
菓
子
三
三
包

長
安

。も
附卜
人
会

ム
マ
ン
ド
リ
ン
慰
問

東
京
都
目

黒
区
永
井
叔

ム
惜
気
ア
ン
マ
機
一
台
上
小
路

-沖氏

ム
キ
4

ラ
メ
ル
二一二
w
旬
、
¥
く・
剖
刊用



大村市政だ

と

の

あ

と

小

松

副

知

事

の

記

念

談

笑

し

な

い

。

講
演
、
つ
つ
い
て

N
H
K
公

開

小

川

落

し

た

食

物

を

拾

っ

て

た

ベ

な

録
音
「
ア
ン
ジ
ェ
ラ
ス
の
鯖
H
軽

可。

と
と
に
朝
食
は
一
日
の
仕
事
に

音
楽
」
書

(
大
村
小
五

年

足

直

接

大

き

な

関

係

を

お

よ

ほ

し
ま

送

り
食
い
し
な
い
。

加
代
子
さ
ん
H
二
度
と
通
ら
7
L

る
と
と
。

す

か
ら
、
食
事
の
時
間
こ
と
く
こ
附
人
の
も
の
を
の
ぞ
か
な
い
、
見

旅
人
、
西
大
村
小
二
年
竹
岡
克
彦
一

、

ω食
後
三
十
分
間
は
、
急
に
運
動
注
意
す
る
乙
と
で
す
什
，

v

t

比
べ
な
い
。

長

年

間

一

一

引

下

げ

れ

ね

訪

問

一

昨

耕

一

週

一

一

耕

一

部

一

時

一

一

…

間

一

一

弘

行

一

一

一
一

一

一

…

話

出

抽

出

MU--な
ど
は
蛋
白
質

J

世
話

名
)
を
お
祝
い
す
る
成
人
式
は
一
一
た
成
人
者
九
百
名
と
大
村
市
長
三
励
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
ふ
ん
囲
一
成
人
者
た

ち
は
管
な
ご
や
か
な
一
の
珍
味
に
優
る
と
馳
走
な
の
で
す
よ
く
か
む
と
、

唾
液
(
ツ
バ
キ
)
し
妻

勢

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
す
る
キ
ツ
カ
ケ
は
、
お
父
さ

ん

や

げ

臥

げ

は

河

川

団

ω
山
日
開
M
m
J

月
十
五
日
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
一
は
じ
め
、
森
市
議
会
議
長
ら
雲
一気
の
な
か
で
、
成
人
者
た
ち
の
ほ
一
楽
し
い
一
日
を
過
し
ま
し
=
。

τか
し
、
ど
ん
な
に
栄
養
分
の
同
-
-
三
三
E
E
E
E
E
=
呈
-=-==
--一-
-==一
-=
-E三
==-=-=-三-=-=
-呈--
=守
-三---
一-三
-三三
三
三
至
E-=
=-=-三E-E=E
一-E-==
-三三
=
E
Z
三
川
ち
の
血
や
肉
こ
よ
り
や
す
い
良
質
か
し
水
分
や
脂
肪
の
慣
失
が
多

用
央
公
民
館
で
盛
大
に
行
な
わ
れ
一多
数
が
議
会
場
こ
ま
郷
土
出

一ほ
も
乙
の
日
の
感
激
に
紅
潮

し
て
一
な
お
、

大
村
信
用
金
庫
判
長
一
多
い
食
物
で
も
、
食
事
の
仕
奈
川

し

…
の
も
の
で
す

ι工
芸

J
〉

可

の

で
バ
タ
1
(油
)
い
た
め

i

j

一い
ま
し

た

。

一

会

話

し

、

記

念

植

樹

代
と
し
一
悪
い
と
折
角
の
栄
養
分
が
、
か
ら

…

正

い

食

事

の

仕

方

一

子

ど

も
に
は

仁

必

要

民

U
ど
よ
い
。

一
式
は
君
が
代
の
斉
唱
に
は
主
主
万
円
が
贈
ら
れ
ま
し
た
の

す
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
吸
収
さ
れ
な
い
一
-
-
-
三
=
=
E
E

E=一
---
=-E--
一--一-
=目-==E白--Z
E----EE
E-
--E
E
--miz-
-

川
と
れ
ら
の
動
物
性
食
品
者
調
理
す

一
り
、
大
村
市
長
の
式
辞
、
森
市
議
一
で
、
前
年
(
昭
和
三
十
四
年
か
ら
一
乙
と
が
、
い
ろ
い
ろ
な
実
験
で
、

;
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-
る
場
受
合
口
あ
の
注
意
と
し
て
川
滅
菌
さ
れ
た
牛
乳
の
お加
熱
減
菌

ム
芸
冨
議
費長
ら
柔
来
賓
の
お
祝
い
の
乙
と
一
昨
産
年
ま
毛
で
毎
差
年
竺
一
芳
万
円
の
贈日呈罪串示亙が竺一石はつき号万
し
主
て
お
ぢ
り
ま
手
す
。
の
中
巴
に
あ
雲
る
消
理
化
成
努
分
が
芸
食
物
堂
と
ん
。
お
ぎ
じ
い
=
さ
ん
会
な
ど
忘
年
畏
署
者
の
突
人
が

は
意
味
が
な
い
。
か
え
っ
て
タ

一は
が
あ
っ
て
、

県
知
事
代
理
小
松
一

あ
っ
て
い
ま
す
。
)
ま
で
の
分
と

一正
し
い
食
事
の
と
り
方
は
ど
?
っ
し

ょ
く

雪

口
い、

栄
養
物
の
吸
収
み
ん
な
愉
快
に
食
事
を
す
る
た
面
白
い
愉
快
な
話
題
を
提
供
す
る

川
肉

類

喜
一る
と
き
は
、
煮
た
っ
ン
白
票
変
質
す
る
恐
れ
も
あ

辞

一
副
知
事
か
ら
成
人
手
帳
が
贈
ら
れ
一
合
せ
、
三
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
一
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う

か

。

を

た
や
す
く
し
ま

す

。

め

に

、

乙

れ

だ

け

は

守

っ

て

い

た

と

と

で

す

。

た

水

や

汁

に

入

れ

る

方

が

よ

い

る

。

ビ

ス
ケ
ッ
ト、

パ
ン
な
と

竿
ん
あ
と
、
成
人
者
代
表
(
男
子
高
一
の
で
、

適
当
な
時
期
に
植
樹
委
一
川
ゆ
っ
く
り
、
よ
く
か
み
、
落
ち
気
持
が
愉
快
な
と
き
は
、
仕
事
の
だ
き
た
い
と
恩
わ
れ
る
と
と
は
み
な
さ
ん
、
き
ょ
う
の
夕
食
か
水
溶
性
の
タ
ン
白
票
、
水
や
と
食
べ
る
と
消
化
が
よ
い。

日
夜
和
幸
子
沖
田
郷
、
女
子
杉
旦
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
着
い
て
食
事
を
す
る
乙
と
。
能
率
が
あ
が
る
よ
う
に、

食
事
も

ω食
事
前
の
手
洗
い
。

ら

ま
ず
実
行
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
汁
の
温
度
が
ほ
い
と
水
や
汁
の
な
お
、
肉
や
魚
に
は
、
必
ず
野

町
一
恭
子
さ
ん
H
古
町
)
の
答
辞
が
あ

一

(

市
教
委
社
会
教
育
課
)
一
例
朗
ら
か
な
、
愉
快
な
気
持
で
、

愉
快
に
す
る
と
、
胃
液
な
ど
の
分

ω食
後

の

ワ

ガ

イ

。

な

か

に

出

て

し

ま

う

か

ら

で

す

菜

類

を

探

え

る

こ

と

を

お

忘

れ

な

初
す
ま
し
た
。

一

一

軽

く
談
笑
し
な
が
ら
食
事
委
泌
を
よ
く
し
、
胃
の
活
動
が
盛
ん

ω食
窓
口
に
ふ
く
み
な
が

ら

、

温

度

が

高

い

と

他

の

養

分

気

く

。

(

大

額

健

所

)

代
一

Z
E
--三一一一-

-J一
政
一原
、
今
津
、
池
田
九
、
十
、
十
一
東
浦
、
前
舟
津
、
下
久
原
、
後
木
ム
最
寄
り
の
い
ず
れ
の
実
施
場
所

丈

一区、

上
下
甑
訪
、
諏
訪

一、

二
、
場
上
、
下
、
向
木
場
、
須
田
ノ
木
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

E
一
七
、
八
区
、
古
町
、
乾
馬
場
、
水
本
小
路
、

岩
舟
、
小
姓
小
路
、
舛
昨
年
実
施
済
地
区
の
者
で
、
受

回
、
上
下
杭
出
津
、
古
町
五
、
六
浦
小
路
、
日
向
卒
、
上
小
路
、
片
診
さ
れ
て
い
な
い
か
た
は
今
回
の

区
、
古
町
官
舎
、
古
町
市
営
住
宅
町
第
一
、
第
二
、

草
場
、
池
ノ
坊
実
施
場
所
で
(
い
ず
れ
の
場
所
で

松
並
任
宅
、
ア
パ
ー
ト
、
松
並
本
町

一
、
二
、
東
本
町
、
西
本
町
も
よ
い
)
必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ

っ
松
並
二
、
昭
和
通
、
辻
田
、

一、ニ
、一
ニ
城
第
一
、
第
二
、
水
田
い
。

(保
険
衛
生
課
)

新
城
、
西
小
路
、
松
山
、
旧
廠
内
一
区
、
向
陽
町
、
武
部
、
田
ノ
卒
、
大

水
田
ニ
区
、
杭
出
津
一
ニ
、
四
区
、
佐
古
、
小
佐
古
、
柴
田
、
水
主
町

(二〉

成
人
者
の
前
途
に
幸
あ
れ

i般 i
家 i
庭;

で;
i は;

多
彩
な
催
し
で
激
励
と
祝
福

(矛271号)りよ(毎月 1日，10日，Z 0臼発行)

6
日
か
ら
結
核
健
康
診
断

昭和何年 1月20日
(昭和33年4月zz日第三種郵便物認可)

一
般
快
民
に
対
す
る
結
核
健

康
診
断
(
レ
ン
ト
ゲ
シ
間
接
撮

影
)
を
次
の
日
割
で
実
施
し
ま

す
の
で
、

該
当
者
は
今
一
員
も
れ

な
く
受
診
し
て
く
だ
さ
い。

ム
該
当
者
一
般
住
民

た
だ
し
、
幼
児
(
一
才
/
五

才
)
ま
た
は
各
学
校
、
官
庁
、

事
業
所
等
で
受
診
し
た
も
の
を

除
く
。

ム
損
影
要
領

男
子
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ャ
ツ
、

女
子
は
金
具
の
付
い
て
い
な
い

ス
リ
ッ
プ
程
度
を
着
用
し
た
ま

ま
で
搬
影
が
で
き
ま
す
。

ム
料
金
は
無
料

ム
実
施
日
及
び
実
施
場
所

別
表
の
と
お
り

ム
実
施
対
象
地
区
名

竹
松
本
町
、
大
川
田
町
、
上
下
小

路
口
、
小
路
口
住
宅
、
竹
松
住
宅

原
口
住
宅
、
原
口
、
堺
町
、
富
ノ

損
膨
の
場
合
、

【
正
し
い
食
事
法
】

県
が
保
証
す
る
引
揚
者

更
生
資
金
を
貸
付

県
が
保
証
す
る
引
揚
者
更
生

資
金
の
貸
付
申
し
込
み
を
つ
ぎ

の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

ム
貸
付
対
象
引
揚
者
国
庫
債

券
の
交
付
を
受
け
た
空
活
困
窮

者
、
高
令
者
ま
た
は
母
子
世
帯

レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
実
施
日
割

杭
出
津
住
宅
親
和
会
遊
園
地

前
舟
禅
公
民
館
前

後
木
場
公
民
舘
前

(ロ
1
2
)

9 

(
3
1
5
)
 

実
施
月
日

ク
月
川
目

(
9
t
H
)
 

実
施
場
所

竹
松
出
彊
附

竹
松
本
町
信
用
金
庫
前

時

間

10 

2
月
6
日

(
9
時
l
H
時
)

須
田
ノ
木

10 

沢
商
局
削

永
石
宅
前

(
3
i
5
)
 

(ロ
t
2
)

6 6 

竹
松
住
宅
横
(
西
側
)

原
口
住
宅
公
民
舘
前

池
田
住
宅
公
民
館
袈

2
月
日
日

木
小
路

(
9
1
日
)

(
3
1
5
)
 

(
9
1
日
)

上
小
路
第
一
市
営
住
宅
前

11 

(は
J
2
)

2
月
7
日

片
町
稲
荷
神
社
横

(
3J
5
)
 

7 

(ロ
1
2
)

11 

7 

部
訪
公
民
館
前

2
月
ロ
日

本
町
商
工
会
議
所
前

(
9
1
日
)

(3
l
s) 

2
月
8
日

古
町
五
区
遊
闘
地

12 

中
央
公
民
舘
横

(
9
l
H
)
 

西
大
村
出
張
所
前

西
大
村
農
協
前

2
月
9
日
田
野
澱
治
的
横

西
小
路
検
量
附
前

12 

水
田
一
区
公
民
舘
前

(
3
1
5
)
 

8 

(
d
J
2
)
 

柴
田
、
久
田
松
宅
横

2
月
日
日

(
9
J
H
)
 

8 

(
3
J
5
)
 

(
9
1
H
)
 

(
O
J
2
)
 

(ロ
J
2
)

(
31
5
)
 

武
部
松
鶴
荘
横

水
主
町
佐
世
保
貨
物
償

13 13 

9 

に
な
り
食
物
の
消
化
、
股
牧
が
よ

く
な
り
ま
す
。

の
世
帯
員
な
ど
で
、
申
請
の
日

ま
で
引
き
つ
づ
き
六
カ
月
以
上

長
崎
県
に
住
居
を
有
し
、
国
債

に
記
名
さ
れ
て
い
る
も
の
。

ム
申
込
二
月
一
日
か
ら
十
日

ま
で
、

米
の
通
帳
お
よ
び
国
庫

債
券
と
印
慌
を
持
っ
て
申
請
書

を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
県
の
手
数
料
と
し
て

百
五
十
円
い
り
ま
す
。

(
福
松
事
務
所
)

ご
み
手
数
料
未
納

分
に
督
促

昭
和
三
十
五
年
度
汚
物
搬
出

手
数
料
第
三
期
分
(
十
月
J
十

二
月
)
は
去
る
十
二
月
二
十
五

日
が
納
期
と
な
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
ま
だ
納
付
し
て
な
い
万

に
対
し
て
一
月
二
十
八
日
付
で

督
促
状
争
発
付
す
る
予
定
に
し

て
お
り
ま
す
。
s

し
た
が
っ
て
督
促
状
を
発
付

し
ま
す
と
一
通
に
つ
き
二
十
円

の
督
促
料
学
徴
枚
す
る
と
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
未
納
の
か
た

は
早
自
に
納
入
し
て
く
だ
さ

い
。
納
額
告
知
警
を
受
け
取
っ

て
な
い
か
た
、
紛
失
さ
れ
た
か

た
、
ま
た
転
居
等
で
移
動
さ
れ

た
か
た
等
は
保
険
衛
生
課
ま
た

は
、
お
近
く
の
出
張
所
に
申
出

て
く
だ
さ
い
。(

保
険
衛
生
課
)

か 、身
た休
への

不
自
由
な

長
崎
県
身
体
障
害
者
更
生
指

導
所
で
は
、
三
十
六
年
度
の
入

所
生
券
募
集
し
て
い
ま
す
。
肢

体
の
不
自
由
な
か
た
で、

入
所

希
望
の
か
た
は
福
組
事
務
所
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

更
生
指
導
の
内
容
な
ど
は
つ

ぎ
の
と
お
り
で
す
。

ム
更
生
指
導

マ
職
業
訓
練
H
時
計
科

、
洋

裁
料
、
ラ
ゾ
オ
科

マ
回
復
訓
練
マ
生
活
訓
練

ム
申
込
み
は
ご
月
二
十
八
日
ま

で
長
両
県
身
体
者
更
生
指
導
相

談
所
へ
。

タ

【
肉
や
魚
な
ど
の
食

べ
方
】

大

阪
身
体
開
害
者
開
業
訓

練
所
で
は
昭
和
一
コ
十
六
年
度
入

所
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

申
込
み
は
二
月
二
十
八
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。

神
戸
光
明
寮
で
は
昭
和
三

十
六
年
度
の
入
寮
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
申
込
み
は
三
月
十

日
ま
で
で
す
。

い
ず
れ
も
く
わ
し
い
と
と
は

福
祉
事
務
所
へ
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。
〔
福
祉
事
務
所
)

幼
稚
園
児
を
募
集

大
村
市
教
育
委
員
会
で
は
、

昭
和
三
十
六
年
度
の
市
立
幼
稚

園
闘
児
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

申
込
み
の
期
日
な
ど
は
つ
ぎ
の

に
悩
け
る
こ
と

ewわ
4
3
3

と
お
り
で
す
。

ム
申
込
一
月
二
十
五
日
か
ら

二
月
二
十
日
ま
で
各
幼
稚
園
ヘ

ム
募
集
人
員

大
村
幼
稚
園
一
一
ニ
O
名

叩

央

幼

和

国

九

五

名

西
大
村
幼
桝
岡
九

O
名

竹

松

幼

稚

闘

九

五

名

福
軍
一幼

稚

園

五

O
名

松

原

刻

稚

園

五

O
名

計

五

一

O
名

ム
保
育
料
月
五
百
円

A
一入
闘
料
五
百
円

ム
入
間
期
日
四
月
十
一
日

ム
年
令
本
年
四
月
二
日
現
在

満
五
才
の
幼
児

(四
才
幼
児
若

干
名
)

(

市

教
委
)

…
被
保
険
者
証
の
無
効
公
告

…

T
E
-
-
E
=
=
i

E
E
E
s
t
o--
j
azz---ZE-
-Pi
l
s
-
-
E宮

山

被
保
険
者
証
書
号
世
帯
主
氏
名
住
所
無
効
年
月
日
四

八
O
O
八
六

八
O
一
二
六

八
O
一ニ五
六

四
O
九
O
九

広
島
サ
ミ

浜
田
吉
作

橋
本
松
五
郎

川
添
三
男

f臼

宮
本

南
松
本

尚
二
区

乾
馬
場

日
・
日
・
ー

そ
の
他

お・

1
・ー

そ
の
他

祁

・

1
-
m
そ
の
仙

お
・
4
・
1
住
所
不
明


